
Diary

寺日記

寿
の

無
縁
社
会
と
寺
縁
そ
の

15

じ

　
　え 

ん

　
日
本
は
今
ま
で
に
経
験
の
な
い
少
子
高
齢
化
の
只
中
に
あ
り
、
そ
の
歴
史
の
中
で
人
口
減
少
と
い
う
現

実
が
起
こ
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
日
本
人
の
葬
送
儀
礼
や
墓
地
制
度
の
近
年
の
変
容
は
予
想

を
は
る
か
に
超
え
て
、
宗
教
心
や
そ
の
行
動
そ
の
も
の
の
変
化
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
直じ

き
そ
う葬
や
散
骨
へ
の
需
要
、
さ
ら
に
は
樹
木
葬
に
至
る
ま
で
簡
略
化
の
名
の
下
に
、
敬
う
心
、
供
養
す
る

気
持
ち
を
尊
ぶ
こ
と
が
失
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
30
年
前
、
三
昔
前
は
、
社
会
経
済
で
言
え
ば

所
得
の
再
分
配
と
も
言
え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
共
同
体
で
葬
送
や
墓
制
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
今
や
経
済
効
率
最
優
先
の
社
会
構
造
に
揺
さ
ぶ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
そ
れ
は
、
自
ら
を
顧
み
て
、
現
在
の
仏
教
寺
院
が
時
代
を
肌
で
感
じ
、
人
々
に
寄
り
添
う
こ
と

が
薄
れ
て
き
た
結
果
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

　
今
、
仏
教
寺
院
は
現
代
社
会
に
対
し
て
、
そ
の
正
し
い
人
と
し
て
の
道
筋
を
示
し
、
新
た
な
世
界
観
を

提
示
す
る
時
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
葬
送
や
墓
制
を
通
じ
、
人
々
が
正
し
く
前
向
き
に
心

豊
か
で
あ
る
べ
き
現
実
的
な
行
動
規
範
を
、
共
に
築
い
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

�

鴉　
鵠　

●
5
月
27
日
　
全
国
宗
務
所
長
会

　

法
華
宗
宗
務
院
（
日
本
橋
人
形
町
）
に
お
い
て
、
全

国
13
教
区
を
代
表
す
る
宗
務
所
長
が
出
席
し
、
1
年

間
の
宗
門
事
業
・
行
事
等
に
つ
い
て
協
議
す
る
全
国
宗

務
所
長
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

●
5
月
29
日
　
法
華
会
1
0
0
周
年
　
　

　

当
山
先
々
代
日
照
上
人
が
理
事
を
務
め
ら
れ
た
法
華

会
は
、
創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
、
そ
の
記
念
祝
賀
会

が
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
2
日
　
興
隆
学
林
上
棟
式

　

宗
門
の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
興
隆
学
林
専
門
学
校

（
尼
崎
市
大
本
山
本
興
寺
隣
接
地
）
の
新
校
舎
建
設
工

事
が
順
調
に
進
捗
し
、
法
華
宗
管
長
平
田
日
範
猊
下

ご
親
修
に
よ
り
、厳
か
に
上
棟
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
9
日
・
10
日
　
妙
壽
会
旅
行
会
　

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
ご
寺
院
を
訪
問
参

拝
し
、
復
興
し
た
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
を
訪9 月 13 日（土）	 勉強会「心が温かくなる日蓮の言葉」拝読 -19-

10 月 11 日（土）	 日本橋探訪ウォーク 《その 2》（ 昼食 =千疋屋総本店 ）詳細別紙
11 月 8 日（土）	 写経会
12 月 6 日（土）	 三千返唱題会　釈尊成道会　勉強会 -20-
1 月 10 日（土）	 初題目　勉強会 -21-
2 月 3 日（火）	 節分会　講師勉強会 （未定 ）
3 月 14 日（土）	 勉強会 -22-

　6 月 24 日 午 後、
当山上空を積乱雲が
蔽い、一転にわかに
掻き曇り、つむじ風
に乗って硬貨大の雹
が地面をたたきつけ
ました（写真①）。
　本堂への渡り廊下
から、雹が風に乗っ
て舞う姿がはっきり
と目撃されました。
これによって、栽培して3年目を迎えた古代蓮（大賀蓮）等
の蓮の葉に穴が開き（同②）、今年は花弁をつけることがあり
ませんでした。また、ギンナン、松ぼっくりも落下し、山門
前のイチョウの葉は3割ほど散って、秋の黄色の落ち葉なら
ぬ、緑のじゅうたんとなってしまいました（同③）。
　翌日は職員が清掃にあたり、落ち葉などを掻き集めるなど
大変な作業でした。
　報道では、三鷹市が被害とありましたが、雹の降る報道に
烏山も入ったようです。いずれに致しましても、改めて自然
の脅威を深く知ることとなりました。

　当山では、毎月第2土曜日午後2時より月例講
正隆会を開催しております。仏教や法華経につい
ての勉強会や写経会、またウォーキング課外活動
を行っています。檀信徒、ご友人どなたでも参加
できます。例会では、毎回1時半より正隆廟墓前
法要を奉修しております。

れ
る
妙
壽
寺
旅
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
10
日
　
日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
身
延
会
議

　

日
蓮
聖
人
門
下
11
宗
派
団
体
が
加
盟
す
る
連
合
会

の
理
事
会
・
総
会
が
山
梨
県
身
延
山
久
遠
寺
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
15
日
　
妙
信
寺
開
基
尼
上
人
第
十
七
回
忌
法
要

　

横
浜
市
鶴
見
区
駒
岡
の
妙
信
寺
に
お
い
て
、
ご
当
山

開
基
妙
信
院
日
浄
尼
上
人
第
十
七
回
忌
法
要
が
、
多

く
の
檀
信
徒
が
参
列
し
て
厳
か
に
修
業
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
16
日
　
全
国
法
華
宗
青
年
連
絡
協
議
会
総
会

　

全
国
13
教
区
の
青
年
会
代
表
に
よ
る
協
議
会
が
宗
務

院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
日
蓮
大
聖
人
生
誕
八
百
年
記

念
事
業
に
向
け
て
の
活
発
な
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
16
日
　
山
口
晃
画
伯
懇
談

　

当
山
総
代
大
野
典
也
先
生
（
慈
恵
医
科
大
名
誉
教

授
）、
牧
子
夫
人
よ
り
、
当
住
上
人
夫
妻
は
、
現
代
ア
ー

ト
界
で
注
目
を
集
め
て
い
る
洋
画
家
山
口
晃
画
伯
と

の
会
食
懇
談
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
6
月
19
日
　
東
京
教
区
宗
務
所
総
会

　

東
京
教
区
（
東
京
都
、
神
奈
川
・
埼
玉
・
栃
木
・

群
馬
各
県
）
寺
院
教
会
所
属
僧
侶
に
よ
る
総
会
が
宗

務
院
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
1
年
間
の
事
業
、
行
事
日

程
等
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
24
日
・
25
日
　
法
華
宗
三
派
統
合
協
議
会

　

兵
庫
県
尼
崎
市
大
本
山
本
興
寺
に
お
い
て
、
法
華

宗
勝
劣
三
派
（
法
華
宗
陣
門
流
、
同
真
門
流
、
顕
本

法
華
宗
）
に
当
宗
（
法
華
宗
本
門
流
）
が
加
わ
り
、
三

派
統
合
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
四
宗
派
宗
務
院
役
員

に
よ
る
本
堂
参
拝
、
客
殿
拝
観
、
宝
物
館
見
学
が
行

わ
れ
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
6
月
30
日
　
興
隆
学
林
終
業
式

　

法
華
宗
興
隆
学
林
に
お
い
て
、
現
在
の
校
舎
講
堂

に
お
け
る
最
後
（
10
月
解
体
）
の
一
学
期
終
業
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
7
月
2
日
　
大
坪
師
愛
嬢
安
産
祈
願

　

当
住
夫
人
（
久
美
夫
人
）
妙
真
師
導
師
に
よ
り
、

当
山
職
員
大
坪
顕
孝
師
愛
嬢
の
大
日
向
麻
里
子
さ
ん

午後 2時開催

妙壽寺 2014 秋冬・2015 冬スケジュール

午前 11時：中日合同法要　初座
正午 12時：歴代墓所参拝・正隆廟法要・動物廟法要
午後 2 時：中日合同法要　第二座

9 月23日 火 祭 	 秋の彼岸法要

11 月 3 日 月 祭 	 当山御会式法要　午後 2 時

1 月 1 日 木 祭 	 元旦国祷会

2 月 3 日 火 祭 	 節分会・正隆会月例講

〈行程〉　9日▶新宿駅西口センタービル前8：30発→
アクアワールド大洗水族館見学→大洗ホテルにて昼食
→北茨城市成顕寺参拝（写真）→いわき湯本温泉：
スパリゾートハワイアンズ泊→ 10日▶いわき湯本温泉
9：00発→日立太田市西山荘見学→水戸市感応寺参拝
→新宿駅西口17：30着　

晴明庵▶ 7 月 23 日 午後 1 時より孟蘭盆会法要が奉
修され、これに先立ち渡部憲吾師（宗務院書記）に
よるお盆法話が行われました。
8 月 19 日 伊東市の楠山家ご宝前において海施餓鬼唱
題供養を行い、昼食後、伊東港より乗船して日蓮大聖人
伊豆法難の俎岩にて水供養唱題行が執り行われました。

桑　港▶ 7 月 27 日 加州の青い空の下、日蓮教会に
おいて午前 10 時よりボードミーティング（理事会）、午
後 1 時から四十余名の信徒メンバーが参集して盂蘭盆
会法要が奉修され、清興の後、階下にてポトラック・ラ
ンチョン（持ち寄り昼食会）が賑やかに行われました。

Kugenuma & San Francisco
鵠沼・桑港から

　世田谷区保健所紹介の、NPO
団体が6月に当山を害獣調査
したところ、鍋島客殿一階天
井裏にハクビシンの生息を確
認しました。
　なお、ハクビシンのほかにタ
ヌキ、アライグ
マの生息も確
認され、忌避
（防御）工事を
施工しました。

++++++++++++++++

++++++++++++++++
害獣防御工事

❸❷

の
安
産
祈
願
法
要
が
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
7
月
上
旬
　
お
盆
棚
経

　

当
住
上
人
職
員
は
じ
め
、
お
手
伝
い
の
お
上
人
方
8

名
に
て
、
各
お
檀
家
お
宅
へ
読
経
に
伺
う
お
盆
棚
経
が

15
日
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
7
月
16
日
　
当
山
盂
蘭
盆
会
お
施
餓
鬼

　

梅
雨
の
合
間
の
猛
暑
日
、
午
後
1
時
よ
り
布
教
師

宮
村
光
明
上
人
の
お
盆
法
話
、
午
後
2
時
よ
り
組
寺

お
手
伝
い
上
人
24
名
に
よ
り
盂
蘭
盆
会
法
要
が
奉
修

さ
れ
、
六
十
余
名
の
新
盆
を
迎
え
る
ご
家
族
は
じ
め
、

4
0
0
名
程
の
方
々
の
お
詣
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
8
月
3
日
　
大
原
麗
子
さ
ん
祥
月
忌

　

平
成
21
年
に
逝
去
さ
れ
た
女
優
・
大
原
麗
子
さ
ん

祥
月
忌
が
墓
前
に
お
い
て
奉
修
さ
れ
ま
し
た
。

●
8
月
15
日
　
終
戦
記
念
日
唱
題
行

平成 26年 11月29日（土）　当山本堂於　シテ　浅見慈一師　（下記詳細）

第4回
竹灯籠能「半

は じ と み

蔀」

18No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

平成 26年 9月 1日発行

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 

〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp

  雹
ひょう

による当山の被害

一之輔落語×竹灯籠能「半
は じ と み

蔀」
《花供養》�花道みささぎ流家元・片桐功敦氏による	

デモンストレーション

　第4回を迎えた竹灯籠能。今回は、古典落語に独自の色づけが入っ
て落語ファンにはたまらない春風亭一之輔師匠による独演会で始ま
り、竹灯籠能「半蔀」は光源氏、夕顔、夕顔の精を、回想を交え、
シテ一人によって演じます。恋の始まりから一つの夢として完結さ
せた能楽版「源氏物語」を、竹灯籠がほのかに照らす夕闇の異空間
の中でご堪能ください。

◎入場料（全席自由）
　一部・二部通し券	 一般 6500円	 学生 4000円
　一部のみ	 一般、学生共に 2000 円
　二部のみ	 一般 5000円	 学生 2000円（40歳未満　要学生証）
◎チケットお申込み…カンフェティ
　電 話 予 約	 カンフェティチケットセンター
	 TEL：0120-240-540（平日 10〜 18時）
　ウェブ予約	 http://confetti-web.com/
　 　　　　　　　　※セブンイレブンでのお取引になります（発券手数料 216円）

◎お問い合わせ…代々木果迢会
　TEL：03-3370-2757（平日 10 〜 16 時）　E-Mail： info@yoyoginoubutai.com

第一部　13：30開演　一之輔独演会
第二部　15：30開演　竹灯籠能「半蔀」

平成 26 年 11 月 29 日（土）

予告

❶

異常気象



三
吉　

4
年
前
に
妙
壽
寺
の
新
庫
裏
、
東
祥
苑
に
和

田
さ
ん
か
ら
木
の
お
風
呂
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
際
に
内
田
祥
哉
先
生
（
当
山
檀
家
総
代
、
東
京
大

学
名
誉
教
授
）、
三
浦
清
史
先
生
（
建
築
家
、
和
田
氏

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
建
築
専
門
誌
『
住
宅
建
築
』
に
掲
載
）、

平
井
ゆ
か
女
史
（
内
田
建
築
研
究
室
）
と
共
に
、
興
味

深
い
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
内
田
先
生
と
和

田
さ
ん
の
や
り
と
り
が
、
そ
の
道
を
極
め
た
方
同
士
の

会
話
で
、
私
に
は
非
常
に
勉
強
に
な
り
、
ぜ
ひ
も
う
一

度
ゆ
っ
く
り
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
、
今
回
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
少
し
前
に
墓
地
を
整
備
さ
れ
る
た
め
に
、
当
山

へ
何
度
か
お
見
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

和
田　

あ
あ
、
そ
う
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。

三
吉　

そ
の
時
の
和
田
さ
ん
の
お
話
か
ら
家
内
が
お
檀

家
に
桶
屋
（
お
け
や
）
さ
ん
と
樽
屋
（
た
る
や
）
さ
ん

が
い
ら
し
ゃ
る
と
興
味
を
抱
き
、
そ
れ
が
青
森
ヒ
バ
の

お
風
呂
を
作
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　

和
田
家
の
ご
先
祖
も
、
こ
こ
福ふ
く

住ず
み

で
す
か
、
そ
れ
と

も
深
川
方
面
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

和
田　

震
災
や
な
ん
か
に
遭
っ
た
り
し
て
、
あ
っ
ち
ゃ

こ
っ
ち
ゃ
移
り
ま
し
た
が
、
大
体
こ
の
界
隈
で
す
。

三
吉　

こ
の
界
隈
と
い
う
と
水
澤
工
務
店
（
数
奇
屋
建

築
を
得
意
と
す
る
工
務
店
）
が
あ
り
ま
す
ね
。

和
田　

ひ
と
駅
先
の
木
場
で
す
ね
。
か
つ
て
は
月
に
三

本
と
か
、
多
い
時
に
は
四
、五
本
、
ず
い
ぶ
ん
出
た
ん

で
す
よ
。
水
澤
工
務
店
に
は
、
仕
事
に
も
材
料
に
も
厳

し
い
が
、
木
の
風
呂
が
大
好
き
だ
と
い
う
監
督
さ
ん
が

い
て
、
新
築
が
あ
れ
ば
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
注
文

が
き
ま
し
た
。

 “
穴
蔵
屋
”
和
田
製
作
所
の
由
来

三
吉　

三
浦
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
資
料
に
よ
り
ま
す

と
、
日
蓮
聖
人
が
お
檀
家
の
四
条
金
吾
と
い
う
方
に
宛

て
た
手
紙
に
、「
湯ゆ

銭せ
ん

」
の
記
述
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代

に
は
入
浴
料
を
払
う
銭
湯
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

も
っ
と
古
く
言
え
ば
、「
施
浴
」
が
あ
り
、
そ
の
習
慣
は

「
功
徳
風
呂
」
に
引
き
継
が
れ
、
鎌
倉
、
室
町
、
江
戸
時

代
に
な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
私
た
ち
に
馴
染
み
な
の

は
浮
世
風
呂
で
す
が
、
和
田
家
で
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
お

風
呂
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

和
田　

明
治
で
し
ょ
う
ね
。お
風
呂
を
作
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
う
ち
の
親
父
の
代
か
ら
な
ん
で
。

　

親
父
の
師
匠
が
永
代
橋
の
向
こ
う
の
霊
岸
島
に
お
り

ま
し
て
ね
。
親
父
が
12
歳
で
そ
こ
に
仕
事
を
習
い
に
小

僧
に
出
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
、
う
ち
は
そ
う
い
う
仕
事

で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
こ
う
い
う
も
の

を
や
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

親
方
の
と
こ
ろ
で
は
木
の
地
下
室
を
造
っ
て
い
ま
し

た
。
下
町
は
火
事
が
多
か
っ
た
で
し
ょ
。
そ
れ
で
ち
ょ
っ

と
し
た
大
店
で
は
地
下
室
を
造
っ
た
ん
で
す
。
そ
う
い

う
お
宅
で
は
お
金
か
け
て
地
下
室
を
つ
く
っ
て
、
本
当

に
貴
重
な
も
の
は
そ
こ
に
し
ま
っ
て
ま
し
た
。

三
吉　

そ
れ
は
、
燃
え
な
い
か
ら
で
す
ね
。

和
田　

燃
え
な
い
。
下
手
な
土
蔵
よ
り
も
地
下
室
の
ほ

う
が
安
全
な
ん
で
す
よ
。
た
だ
、地
下
な
の
で
水
を
し
っ

か
り
止
め
な
い
で
中
が
濡
れ
ち
ゃ
う
と
、
乾
か
な
い
で

し
ょ
う
、
だ
か
ら
、（
地
下
を
造
る
の
は
）
専
門
職
で
注

文
が
う
る
さ
か
っ
た
ら
し
い
ん
で
す
よ
。

　

親
方
は
仕
事
に
か
な
り
厳
し
く
、
腕
も
良
か
っ
た
。

し
か
し
子
供
が
な
く
っ
て
、
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
一
番

弟
子
の
親
父
が
お
得
意
を
引
き
継
い
だ
ら
し
い
で
す
よ
。

三
吉　

お
父
さ
ん
は
何
年
生
ま
れ
で
す
か
。

和
田　

明
治
16
年
で
す
。

三
吉　

私
は
映
画
や
テ
レ
ビ
の
時
代
劇
が
好
き
で
す
が
、

時
代
劇
を
観
て
い
て
も
地
下
室
と
い
う
の
は
あ
ま
り
出

て
こ
な
い
で
す
ね
。

和
田　

地
下
室
を
造
る
の
は
簡
単
に
い
か
な
い
ん
で
す

よ
。
よ
っ
ぽ
ど
念
を
入
れ
て
つ
く
ら
な
き
ゃ
だ
め
ら
し

く
て
ね
。
だ
か
ら
相
当
な
費
用
が
か
か
る
。

　

う
ち
の
親
父
は
、
身な

体り

が
小
さ
か
っ
た
の
。
地
下
室

の
よ
う
な
大
き
な
も
の
を
、
よ
く
で
き
た
な
と
い
う
ぐ

ら
い
。
で
も
手
先
が
器
用
だ
っ
た
。

三
浦　

穴
蔵
屋
と
い
う
屋
号
だ
っ
た
ん
で
す
か
。

和
田　

地
下
室
、
つ
ま
り
穴
蔵
を
つ
く
る
仕
事
、
そ
れ

で
穴
蔵
屋
で
す
。

三
浦　

穴
蔵
屋
は
職
名
だ
っ
た
。

和
田　

そ
う
、
職
名
な
ん
で
す
。
そ
れ
で
、
穴
蔵
屋
和

田
製
作
所
、
八
百
屋
何
某
と
同
じ
で
す
。

三
浦　

箱
を
つ
く
っ
て
か
ら
埋
め
る
ん
で
す
か
。

和
田　

そ
う
で
す
。
箱
を
つ
く
っ
て
、
鳶
の
頭か
し
らが
周
り

を
掘
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
地
下
に
し
て
。

　
（
壁
板
の
厚
さ
は
）
薄
く
て
も
２
寸
５
分
く
ら
い
。
そ

の
厚
み
の
板
を
と
る
と
い
う
と
、
丸
太
の
末
口
が
２
尺

ぐ
ら
い
な
く
ち
ゃ
だ
め
な
ん
で
す
ね
。
板
は
赤
身
の
と

こ
ろ
か
ら
取
り
ま
す
。
丸
太
の
周
り
に
は
白
太
と
い
う

色
の
白
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。
そ
こ
ん
と
こ
が

弱
い
の
で
そ
こ
を
と
る
と
、
板
に
な
る
と
こ
ろ
は
２
尺

の
丸
太
で
も
１
尺
７
寸
か
１
尺
６
寸
ぐ
ら
い
し
か
な
い
。

そ
れ
で
、
木
挽
き
が
こ
う
や
っ
て
寝
か
し
て
ひ
い
た
も

の
で
す
ね
。
そ
れ
を
仕
上
げ
て
…
…
。

三
浦　

水
が
漏
れ
な
い
工
夫
が
あ
っ
た
の
で
す
か
？

和
田　

板
同
士
は
突
付
け
で
す
が
、
摺
り
合
わ
せ
を
す

る
か
ら
。

三
浦　

板
の
矧は

ぎ
目
に
ノ
コ
を
い
れ
る
。

和
田　

そ
う
で
す
。
鋸
の
刃
が
、
こ
う
あ
る
で
し
ょ
。

そ
の
出
入
り
を
う
ま
く
平
行
に
行
く
よ
う
に
、
た
た
い

て
刃
を
ち
ょ
っ
と
曲
げ
る
ん
で
す
よ
。

三
浦　

そ
れ
用
に
目
立
て
を
す
る
ん
で
す
ね
。

和
田　

曲
げ
な
い
と
、
す
る
す
る
す
る
す
る
と
合
わ
せ

ら
れ
な
い
。
そ
の
ノ
コ
を
入
れ
る
こ
と
を
摺
り
合
わ
せ

と
い
う
ん
で
す
。

三
浦　

そ
う
す
る
と
接
着
剤
を
使
わ
な
く
て
も
水
は
漏

ら
な
い
。

和
田　

で
も
念
の
た
め
に
瀬
〆
漆
（
木
か
ら
採
っ
た
ま

ま
の
漆
液
）
を
接
着
剤
に
使
っ
て
ま
し
た
。

 

銭
湯
の
浴
槽
の
造
り

三
浦　

木
の
風
呂
に
は
四
角
い
箱
風
呂
と
小
判
形
の
桶

風
呂
が
あ
り
ま
す
ね
。

三
吉　

う
ち
の
お
檀
家
に
も
箱
風
呂
の
和
田
さ
ん
と
、

築
地
の
伊
東
さ
ん
と
い
う
桶
屋
さ
ん
が
あ
っ
て
、
伊
東

さ
ん
は
お
父
さ
ん
の
代
ま
で
で
し
た
。

和
田　

箱
風
呂
は
よ
っ
ぽ
ど
贅
沢
な
お
殿
様
な
ん
か
が

入
っ
て
、
市
民
は
長
州
っ
て
い
う
お
釜
の
や
つ
か
箍た
が

で

締
め
る
丸
い
桶
風
呂
で
し
た
。

三
浦　

長
州
は
五
右
衛
門
風
呂
の
こ
と
で
す
ね
。
箱
風

呂
は
地
下
室
の
技
術
の
延
長
で
す
ね
。

和
田　

だ
か
ら
親
方
の
お
得
意
さ
ん
に
は
、
銭
湯
も
多

か
っ
た
ん
で
す
。
東
京
で
は
銭
湯
を
や
る
職
人
は
少
な

く
っ
て
、
だ
か
ら
、
そ
の
頃
は
忙
し
か
っ
た
で
す
よ
。

三
吉　

お
父
さ
ん
が
独
立
さ
れ
て
箱
風
呂
を
作
る
よ
う

に
な
る
、
そ
れ
は
？

和
田　

明
治
の
終
わ
り
頃
で
す
ね
。

三
吉　

子
供
の
頃
、
銭
湯
へ
行
っ
た
記
憶
で
は
、
タ
イ

ル
張
り
の
浴
槽
で
し
た
。
以
前
は
銭
湯
で
も
木
製
だ
っ

た
の
で
す
か
。

和
田　

僕
ら
が
習
い
初
め
に
は
、
ま
だ
檜
の
お
風
呂
が

多
か
っ
た
。

三
吉　

そ
う
で
し
ょ
う
ね
。
そ
れ
は
戦
前
で
す
ね
。

和
田　

戦
前
も
、
戦
後
も
。
そ
う
い
え
ば
、
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
の
「
時
間
で
す
よ
」（
昭
和
45
年
放
送
開
始
）、
あ

の
風
呂
は
う
ち
で
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
。

三
吉　

あ
れ
は
タ
イ
ル
で
は
な
か
っ
た
で
す
か
？

和
田　

木
の
風
呂
に
タ
イ
ル
に
見
え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

を
薄
く
張
っ
た
ん
で
す
。

三
浦　

そ
れ
は
テ
レ
ビ
の
セ
ッ
ト
だ
か
ら
で
す
か
。

和
田　

そ
う
で
す
。
銭
湯
で
は
木
の
お
風
呂
の
寿
命
が

10
年
か
ら
15
年
。
そ
れ
だ
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
す

る
お
風
呂
屋
さ
ん
が
ふ
え
て
き
た
ん
で
す
。
本
当
は
木

の
方
が
肌
触
り
が
い
い
ん
だ
け
ど
、
ざ
ら
ざ
ら
に
な
る

ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
タ
イ
ル
が
多
く
な
っ
て
…
…
。

　

そ
れ
に
昔
は
銭
湯
の
規
模
が
小
さ
か
っ
た
。
今
み
た

い
に
10
人
も
20
人
も
い
っ
ぺ
ん
に
入
れ
る
浴
槽
を
持
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
人
口
も
増
え

て
銭
湯
も
広
く
な
る
と
木
の
浴
槽
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
く
な
っ
て
…
…
。

三
浦　

そ
れ
で
も
、み
ん
な
が
入
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
っ

て
、
木
の
浴
槽
が
あ
っ
た
ん
で
す
ね
、
銭
湯
に
は
。

和
田　

下
風
呂
で
す
ね
。
お
湯
を
沸
か
す
箱
で
す
。
大

体
２
間
の
幅
５
尺
ぐ
ら
い
の
木
の
風
呂
に
大
き
な
釜
を

入
れ
て
、
そ
れ
を
裏
に
２
本
置
い
て
、
み
ん
な
が
入
る

浴
槽
へ
お
湯
を
送
る
ん
で
す
。
今
も
そ
う
で
す
よ
、
ま

だ
古
い
と
こ
ろ
で
は
。

 

木
材
¦
檜
と
青
森
ヒ
バ
の
違
い

三
吉　

妙
壽
寺
で
は
青
森
ヒ
バ
で
作
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
檜
と
ヒ
バ
で
は
風
合
い
と
か
が
違
い
ま
す
か
。

和
田　

に
お
い
が
ま
る
っ
き
り
違
い
ま
す
。
寿
命
は
ヒ

バ
の
ほ
う
が
長
い
で
す
ね
。
檜
は
い
い
香
り
が
す
る
ん

で
す
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
寿
命
が
短
い
ん
で
す
。

三
浦　

内
田
先
生
が
「
ヒ
バ
が
い
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
ん
で
す
が
、
そ
れ
は
ヒ
バ
の
ほ
う
が
汚
れ
が
付
き
づ

ら
い
と
い
う
理
由
か
ら
で
し
た
。

和
田　

東
京
の
人
は
檜
の
に
お
い
が
い
い
と
。
も
つ
、

も
た
な
い
よ
り
も
、
に
お
い
が
い
い
。
そ
れ
で
、
ほ
と

ん
ど
檜
で
や
っ
て
ま
し
た
ね
。
で
も
檜
が
だ
ん
だ
ん
減
っ

て
き
て
い
ま
す
。
末
口
で
２
尺
ぐ
ら
い
の
木
を
集
め
て
、

そ
れ
を
15
尺
の
長
さ
に
し
て
。
や
っ
ぱ
り
運
搬
の
都
合

も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
ら
ね
。
今
み
た
い
に
製
材
の
機

械
も
な
く
、
木
挽
き
さ
ん
が
挽
い
て
ま
し
た
。

三
浦　

今
で
は
木
挽
さ
ん
も
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
し
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

和
田　

問
屋
さ
ん
は
、
丸
太
を
６
セ
ン
チ
な
ら
６
セ
ン

チ
、
７
セ
ン
チ
な
ら
７
セ
ン
チ
に
挽
い
て
送
っ
て
く
る

ん
で
す
よ
、
木
場
へ
。
檜
屋
っ
て
い
う
の
は
、
そ
う
い

う
厚
物
は
や
た
ら
使
わ
な
い
で
す
か
ら
ね
。
う
ち
あ
た

り
が
買
い
に
行
く
の
は
決
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
い
て
、
２
～
３

軒
し
か
な
い
で
す
よ
、
こ
の
木
場
で
も
。

　

ゴ
カ
ミ
（
末
口
１
尺
５
寸
）
よ
り
上
で
な
い
と
と
れ

な
い
ん
で
す
よ
。
そ
れ
を
芯
か
ら
割
っ
て
い
く
ん
だ
け

ど
、
風
呂
に
使
う
板
は
厚
い
か
ら
何
枚
も
と
れ
な
い
で

す
ね
。
だ
か
ら
、
大
き
な
木
、
大
き
な
木
を
と
。
だ
け

ど
あ
ん
ま
り
大
き
な
木
、
あ
ん
ま
り
年
数
の
た
っ
た
木

は
も
た
な
い
ん
で
す
、
か
え
っ
て
。

三
浦　

そ
れ
は
ど
う
し
て
？

和
田　

え
え
。
脂
が
少
な
い
。

 

外
国
人
に
好
ま
れ
る

　
　
　
　
　
日
本
の
浴
槽

三
吉　

話
が
変
わ
り
ま
す
け
ど
、
和
田
さ
ん
は
宮
内
庁

の
賢
所
に
も
納
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
と
伺
い
ま
し
た

が
。

和
田　

あ
の
時
は
、
宮
内
庁
が
材
料
を
手
配
し
、
う
ち

で
仕
上
げ
て
、
中
間
の
人
が
持
っ
て
い
っ
て
納
め
た
。

三
吉　

そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
。

和
田　

そ
の
丸
太
を
、
う
ち
で
見
て
。
お
ん
な
し
檜
で

も
ピ
ン
キ
リ
な
ん
で
す
よ
。
お
風
呂
に
向
か
な
い
よ
う

な
木
を
使
う
と
、
普
通
10
年
も
つ
と
こ
ろ
が
、
５
～
６

年
で
お
か
し
く
な
っ
ち
ゃ
う
。
だ
か
ら
脂
の
乗
り
の
い

い
や
つ
、
そ
う
い
う
の
を
な
る
べ
く
使
う
ん
で
す
。
建

具
な
ん
か
は
あ
ま
り
脂
が
入
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
で
。

　

天
然
物
だ
か
ら
ね
。
丸
太
で
見
て
も
そ
ん
な
に
変
わ

ん
な
い
の
に
割
っ
て
み
る
と
あ
る
ん
で
す
よ
、
土
地
に

よ
っ
て
、
カ
ビ
が
生
え
や
す
い
の
と
か
。

三
吉　

木
の
風
呂
を
好
む
外
国
の
方
が
増
え
た
そ
う
で

す
が
、
我
々
と
趣
向
の
違
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
か
。

和
田　

日
本
人
は
無
節
に
こ
だ
わ
る
け
ど
、
外
国
の
人

は
節
が
あ
っ
て
も
構
わ
な
い
、
か
え
っ
て
綺
麗
だ
と
。

　

見
方
が
違
う
。
日
本
人
は
ぜ
い
た
く
な
ん
だ
よ
（
笑
）。

　

無
節
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
る
ん
だ
け
ど
、
ほ
ん
と

は
、
ど
っ
ち
か
っ
て
い
う
と
弱
い
ん
で
す
よ
。
節
が
あ

る
ぐ
ら
い
の
ほ
う
が
、
脂
っ
気
が
多
く
て
強
い
ん
で
す
。

だ
け
ど
、
堅
く
っ
て
仕
事
を
や
る
に
は
い
や
だ
ね
。

三
吉　

和
田
さ
ん
は
、
風
呂
職
人
と
し
て
ご
自
身
の
お

仕
事
を
ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

和
田　

ま
あ
、
嫌
な
仕
事
だ
よ
（
笑
）。

三
吉　

何
が
嫌
な
ん
で
す
か
。

和
田　

難
し
い
ん
だ
よ
ね
。
今
に
な
る
ほ
ど
難
し
い
。

三
吉　

で
も
、
難
し
い
ほ
ど
や
る
気
が
出
て
く
る
じ
ゃ

な
い
で
す
か
。

和
田　

仕
事
に
か
か
れ
ば
、
少
し
で
も
よ
く
作
ろ
う
と
。

お
客
さ
ん
は
そ
ん
な
思
っ
て
く
ん
な
い
け
ど
ね
（
笑
）。

風
呂
は
み
ん
な
お
ん
な
し
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
、
い
つ
の
間
に
か
50
年
過
ぎ
ち
ゃ
っ
て
ね
。
気
が
つ

い
た
ら
う
ち
の
親
父
よ
り
も
私
の
ほ
う
が
…
…
。

三
浦　

経
験
年
数
が
長
く
な
っ
て
た
ん
で
す
ね
。

 

引
き
継
が
れ
る
技
術

三
吉　

こ
れ
か
ら
木
の
お
風
呂
は
、
日
本
文
化
を
愛
す

る
人
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

和
田　

い
や
、
減
っ
ち
ゃ
う
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

　

変
わ
っ
た
材
料
で
い
い
の
も
出
て
く
ん
で
す
よ
。
外

材
と
い
う
の
は
、
大
き
な
板
が
と
れ
る
ん
だ
け
ど
、
ど

う
い
う
わ
け
か
、
日
本
で
使
う
に
は
日
本
の
木
が
い
い

ん
で
す
ね
。

　

日
本
の
木
は
大
き
く
て
も
末
口
で
２
尺
ぐ
ら
い
。
だ

け
ど
、
そ
う
い
う
の
は
値
段
も
高
い
し
、
だ
か
ら
い
い

材
料
も
残
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
端
か
ら
使
わ
れ
て
い
っ

ち
ゃ
う
と
、
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
ね
。

三
吉　

需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
も
あ
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

三
浦　

み
ん
な
が
使
う
と
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か

ら
、
適
度
に
使
わ
れ
る
の
が
良
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
息
子
さ
ん
が
後
を
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

和
田　

う
ん
、
ま
あ
ね
。

三
浦　

と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
技
術
も
、
木
の
お
風

呂
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

和
田　

ま
あ
、
昔
か
ら
見
れ
ば
、
製
材
も
上
手
に
な
っ

た
し
接
着
剤
も
よ
く
な
っ
て
…
…
。

三
浦　

地
下
室
で
は
接
着
剤
に
瀬
〆
漆
を
使
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
が
、
箱
風
呂
の
場
合
も
？

和
田　

い
や
、
漆
は
使
っ
て
は
い
な
い
で
す
ね
。

三
浦　

お
風
呂
は
熱
い
お
湯
を
入
れ
る
か
ら
、
漆
は
向

か
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

和
田　

う
ち
の
親
父
の
頃
は
み
ん
な
続そ
く

飯い
い
（
飯
粒
を
練

り
つ
ぶ
し
て
作
っ
た
、
粘
り
気
の
強
い
の
り
）。
で
も
、

今
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
な
い
。
槙ま
い

肌は
だ
（
ヒ
ノ
キ
や
コ
ウ
ヤ

マ
キ
の
甘
皮
を
砕
い
て
繊
維
と
し
た
も
の
。
舟
や
桶
な

ど
の
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
材
の
合
わ
せ
目
や
継
ぎ

目
に
詰
め
込
む
）
も
使
わ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
も
ん
ね
。

三
浦　

槙
肌
も
使
っ
た
ん
で
す
か
？ 

和
田　

あ
れ
も
底
へ
よ
く
敷
い
た
ん
だ
け
ど
。
槙
肌
を

つ
く
る
者
が
い
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
つ
く
っ
て
い
る
と

こ
は
埃
で
す
ご
い
。
真
っ
黄
色
に
な
っ
ち
ゃ
う
。
で
も
、

昔
は
あ
れ
が
な
か
っ
た
ら
困
っ
ゃ
う
。
今
は
ほ
と
ん
ど

糊
で
す
ね
。

三
浦　

で
も
漏
ら
な
い
と
い
う
の
が
ま
ず
原
則
。

和
田　

え
え
、
箱
風
呂
で
も
摺
り
合
わ
せ
を
し
ま
す
か

ら
ね
。
糊
が
な
く
た
っ
て
心
配
な
い
で
す
。
一
応（
糊
を
）

入
れ
と
く
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
少
々
使
わ
な
い
ま

ま
で
置
い
と
い
て
も
口
あ
か
な
い
で
し
ょ
。

三
浦　

確
か
に
木
材
は
ど
ん
な
に
乾
か
し
て
使
っ
て
も
、

乾
燥
す
る
と
少
し
は
収
縮
し
ま
す
も
の
ね
。

三
吉　

本
日
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
楽
し
く
聞
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
跡
を
継
が
れ
た
三
代
目
の
輝
男

さ
ん
が
現
代
に
合
う
お
風
呂
づ
く
り
な
ど
で
ご
活
躍
な

さ
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
了
）

和
田
　
重
男 

氏
（
和
田
製
作
所
・
風
呂
職
人
）　

本
堂
落
慶
30
周
年
記
念
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

聞
き
手
　
三
吉
廣
明
上
人

　
　
　
　
三
浦
清
史
先
生
（
こ
う
だ
建
築
設
計
事
務
所
　
代
表
）

                （
平
成
26
年
5
月
8
日
　
江
東
区
福
住
・
和
田
製
作
所
）

第 7 回 

左から三吉葊明上人、和田重男氏、三浦清史先生

50年の重みのある職人の手。91歳の和田氏

材木と工具が並ぶ仕事場。三代目輝男氏（中央）に確かな技術が引き継がれている

※
１
尺
：
約
30
・
３
セ
ン
チ　

１
寸
：
3
・
03
セ
ン
チ


